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皆
様　
ご
き
げ
ん
よ
う
。学
長
の
田
中
博
司
で
す
。

本
学
も
７
年
目
を
迎
え
、少
し
ず
つ
進
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

４
月
に
入
学
し
た
新
入
生
85
名
が
学
生
生
活
に
な
じ
ん
で
き
ま
し
た
。

高
校
の
受
験
勉
強
と
ち
が
い
、将
来
に
必
要
な
学
問
を
一
歩
一
歩
理
解
し
て
、

確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
。勉
学
は
一
人
で
や
る
の
で
は
な
く
仲
間
と
、

わ
い
わ
い
、が
や
が
や
楽
し
く
や
る
方
が
早
く
身
に
つ
き
ま
す
。

そ
の
為
に
、色
々
な
機
会
を
通
じ
て
皆
で
学
ん
で
い
く
。

そ
う
い
う
場
が
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
〝
夢
の
実
現
を
〞

学長挨拶
President greetings
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平
成
29
年
度
大
阪
物
療
大
学
入

学
式
が
４
月
１
日（
土
）ホ
テ
ル
・

ア
ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺
に

て
挙
行
さ
れ
、
85
名
の
新
入
生
が

本
学
の
学
生
と
し
て
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

新
し
い
門
出
を
迎
え
、
初
々
し

さ
と
新
生
活
へ
の
期
待
が
見
え
隠

れ
す
る
新
入
生
た
ち
の
表
情
は
大

変
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。
式
に

お
い
て
は
新
入
生
代
表
に
よ
る
力

強
い
宣
誓
の
あ
と
、
学
長
よ
り
、

本
学
の
建
学
の
精
神
に
込
め
ら
れ

た
思
い
と
、
大
学
生
活
を
共
に
過

ご
す
学
友
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、

充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
は

「
医
療
人
」と
し
て
の
輝
く
未
来
に

向
け
て
歩
み
出
し
た
こ
と
を
実
感

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
初
心
を
忘
れ
ず
、
実
り
の

あ
る
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
入
学
式
後
の
学
生
表
彰

式
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
等
を

修
め
た
５
名
の
在
学
生
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
保
護
者
交
流
会
に
お

い
て
は
、
教
員
と
の
交
流
を
通
じ

て
、一
人
一
人
に
親
身
に
な
っ
て
向

き
合
い
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
本

学
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
保
護
者

の
皆
様
に
は
感
じ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

入学式
Entrance ceremony

Q.高校生の皆さんへメッセージ
林　くん：勉強で1番大切なのは、受験までの反復

練習！面接も筆記も反復練習で慣れるこ

とが大事です。合格から入学までの数か

月間は、遊ぶこともいいですが、数学・

化学・生物・物理を勉強しておけばスター

トダッシュになるので良いと思います！

大津さん：点数を取るための勉強ではなく、自分の

夢の為に勉強することが大切！目的を

もって頑張ってほしいです。

Q.入学後に感じたことは？
林　くん：勉強熱心な学校と聞いていたので、その

心づもりで入学し、実際にそうだったの

で頑張ろうと思えました。

大津さん：基礎科目について、思っていた以上に丁

寧に教えてもらえます。

Q.大学生活はどうですか？
林　くん：大学の4年間こそは皆勤を目指していま

す！

大津さん：高校より充実していて、本当に楽しい！

部活は軽音部に入っています♪

Q.今の目標は？
林　くん：「第1種放射線取扱責任者」の取得を目

指し、頑張っていこうと思っています。

大津さん：勉強を頑張りたい。「第1種放射線取扱

責任者」取得も目指しています！

林 寿光さん
（兵庫県立

川西北陵高校出身）

大津 実穗さん
（大阪府立
夕陽丘高校出身）

山内 裕登さん
（大阪市立
高校出身）

渡辺 瑞萌さん
（金沢学院
東高校出身）

村島 陽明さん
（奈良県立
桜井高校出身）

羽紫 奈津子さん
（広島県立
府中高校出身）

益田 優希さん
（大阪府立
泉北高校出身）

大阪物療大学
学生表彰式より
特待生5名

新
入
生
代

表
に
聞
き

ま
し
た
。
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Butsuryo Life
一泊研修
One night training

平
成
29
年
４
月
３
日（
月
）か

ら
４
日（
火
）に
か
け
て
の
２
日

間
、
大
阪
府
羽
衣
青
少
年
セ
ン

タ
ー
に
て
、「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

新
入
生
一
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最

初
の
研
修
で
は「
自
己
と
他

己
の
交
流
」を
行
い
ま
し
た
。初
め

て
接
す
る
同
級
生
に
自
分
の
好
き

な
も
の
、
大
学
生
活
で
何
を
し
た

い
か
等
、
短
い
時
間
の
中
で
多
く

の
事
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
は
一
泊
研
修
恒
例
の

B
B
Q
を
み
ん
な
で
行
い
ま
し

た
。一
連
の
研
修
を
通
し
て
、学
生

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

深
ま
り
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
大

学
生
活
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夕
食
後
に
は
、
診
療
放
射
線
技

師
と
し
て
働
く「
本
学
卒
業
生
に

よ
る
講
演
」
を
聴
講
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、現
在
の
仕
事
内
容
や
、

か
つ
て
先
輩
自
身
が
ど
の
よ
う
な

大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
か
等

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に

診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
働
い
て

い
る
先
輩
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

自
身
の
将
来
像
が
少
し
だ
け
具
体

的
に
見
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

研
修
２
日
目
に
は「
学
生
生
活

紹
介
」と
し
て
、本
学
の
特
徴
、各

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
、
大
学
生
活

を
楽
し
く
過
ご
す
方
法
、
大
学
で

の
勉
強
の
仕
方
等
を
学
生
自
治
会

を
は
じ
め
と
す
る
本
学
の
先
輩
学

生
た
ち
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

時
間
が
経
っ
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
人
と
な
り
が
知
れ
た
と
こ
ろ

で
、
ク
ラ
ス
対
抗
の「
ド
ラ
ク
エ

ド
ッ
ジ
」を
行
い
ま
し
た
。王
様
役

の
仲
間
を
中
心
に
ク
ラ
ス
が
一
致

団
結
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「いただきます。」

研修
Fin
...

研修
START!

一泊研修
One night training



05

平
成
29
年
度
第
１
回
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
５
月
28

日（
日
）に
、第
２
回
を
６
月

18
日（
日
）に
本
学
１
号
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
実
習

体
験
や
個
別
相
談
を
は
じ

め
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
参
加
者
の

皆
様
か
ら「
様
々
な
体
験
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
学
生

の
皆
さ
ん
と
話
せ
て
す
ご
く

参
考
に
な
っ
た
」な
ど
沢
山

の
嬉
し
い
ご
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
す
る
物
療
生
が

増
え
、
ま
す
ま
す
主
体
性
を

持
っ
て
各
ブ
ー
ス
を
担
当
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
、

参
加
者
の
皆
様
と
の
距
離

が
近
付
い
た
本
学
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
29
年
５
月
21
日

（
日
）
堺
市
後
援
の
も

と
、
第
13
回
市
民
公
開

講
座
が
本
学
４
号
館
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン

テ
ー
マ『
自
分
の
身
体

は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

う
』の
中
で
今
回
は
、脳

の
健
康
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
内
容

で
あ
っ
た
の
か
、
過
去
最
高
の
１
５
８
名
も

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
長

挨
拶
に
続
き
、
本
学
の
丹
喜
教
員
か
ら「
脳

の
中
を
見
て
み
よ
う
」と
題
し
、
脳
の
働
き

や
脳
を
見
る
た
め
の
機
器
、
検
査
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

い
脳
の
内
部
を
垣
間
見
る
こ
と
に
よ
り
人
体

の
神
秘
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
本
学
の
田
中
瑛
教
員
か
ら
、
脳
を
活

性
化
す
る「
脳
の
健
康
体
操
」の
紹
介
を
受

け
た
あ
と
、
実
際
に
参
加
者
の
皆
様
と
指
先

の
体
操
を
行
い
ま
し
た
。「
な
か
な
か
難
し
い

な
ー
…
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た

が
、
会
場
に
は
笑
顔
が
溢
れ
、
大
変
和
や
か

Butsuryo event
第13回市民公開講座
Extension lecture

Butsuryo event
オープンキャンパス2017
Open Campus 2017

な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
本
学
の
山
口
教
員
か
ら

「
脳
の
病
気
を
見
て
み
よ
う
」と
題

し
、
身
近
に
起
き
や
す
い
脳
の
疾

患
で
あ
る
脳
梗
塞
、
く
も
膜
下
出

血
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

等
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
参
加
者
の
皆

様
か
ら
様
々
な
質
問
を
頂
き
、
脳

の
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。「
次
回
も
ま
た
来
ま

す
ね
！
」と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
方

も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た

講
座
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

自分の身体は自分で守りましょう
「脳の健康」

村島 陽明さん
（4年次生）
奈良県立桜井高校出身

益田 優希さん
（4年次生）
大阪府立泉北高校
出身photograph

河野 大樹さん
（4年次生）
大阪府立住吉高校
出身

1.参加者の方に自分の言葉で伝え

ることの難しさを感じた。

2.周りを観察して、自ら考え行動

出来るようになった。

1.将来を考えて参加してくれる子が多いので、

先輩としてしっかりしないとと感じました。

2.専門知識のない方々に説明する際に、理解して

もらいやすい話し方を学ぶことができました。

　その経験を将来病院に勤め、患者さんへ説明

する際に活かしたいです。

1.技師に興味を持って来てくれた方々に対して

話すことはとても有意義だったと思います。

2.どう説明すれば解りやすいか考えながら行っ

たので、しっかりと話すことができました。

1.人に説明する難しさを改めて感じました。

2.説明を行う流れを考え、企画する力が身に

つきました。

学生STAFF Voice

1.参加して感じたことは?

2.成長を感じたことは?1.参加して感じたことは?

2.成長を感じたことは?

松村 祐佳 さん
（4年次生）
大阪府立久米田高校出身

1.高校生や保護者の方が本学に大変

興味をくれていると感じた。

2.高校生に放射線について興味をもっ

てもらえるように工夫し、話せるよ

うになったこと。

自分の身体は自分で守りましょう
「脳の健康」

オープンキャンパス2017

第13回市民公開講座

Open Campus 2017

Extension lecture

西川 咲季子さん
（4年次生）
大阪府立八尾翠翔
高校出身

1.参加者の方に自分の言葉で伝え参加者の方に自分の言葉で伝え

1.技師に興味を持って来てくれた方々に対して技師に興味を持って来てくれた方々に対して

1.人に説明する難しさを改めて感じました。人に説明する難しさを改めて感じました。

1.将来を考えて参加してくれる子が多いので、将来を考えて参加してくれる子が多いので、

1.高校生や保護者の方が本学に大変高校生や保護者の方が本学に大変

2.周りを観察して、自ら考え行動周りを観察して、自ら考え行動

2.どう説明すれば解りやすいか考えながら行っどう説明すれば解りやすいか考えながら行っ

2.説明を行う流れを考え、企画する力が身に説明を行う流れを考え、企画する力が身に

2.専門知識のない方々に説明する際に、理解して専門知識のない方々に説明する際に、理解して

2.高校生に放射線について興味をもっ高校生に放射線について興味をもっ

ることの難しさを感じた。ることの難しさを感じた。

話すことはとても有意義だったと思います。話すことはとても有意義だったと思います。

先輩としてしっかりしないとと感じました。先輩としてしっかりしないとと感じました。

興味をくれていると感じた。興味をくれていると感じた。

出来るようになった。出来るようになった。

たので、しっかりと話すことができました。たので、しっかりと話すことができました。

つきました。つきました。

もらいやすい話し方を学ぶことができました。もらいやすい話し方を学ぶことができました。

　その経験を将来病院に勤め、患者さんへ説明　その経験を将来病院に勤め、患者さんへ説明

する際に活かしたいです。する際に活かしたいです。

てもらえるように工夫し、話せるよてもらえるように工夫し、話せるよ

うになったこと。うになったこと。
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平
成
29
年
６
月
６
日（
火
）、大

阪
府
立
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、大
阪
物
療
大
学
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
以
下
、ス
ポ

フ
ェ
ス
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。学

年
を
超
越
し
た
縦
割
り
で
A
・
B

の
2
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、借

り
人
競
争
、出
た
目
で
勝
負
、綱
引

き
の
７
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
白
熱
し
た
試
合
展
開
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、B
チ
ー

ム
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

教
員
で
あ
る
私
も
競
技
を
見

て
い
る
と
身
体
が
う
ず
き
、
例
年

通
り
フ
ッ
ト
サ
ル
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
身
体
を
動
か
す

楽
し
さ
や
気
持
ち
の
良
さ
、
快
活

な
雰
囲
気
、
学
生
た
ち
や
教
職
員

の
明
る
い
笑
顔
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
の
面
白
さ

を
反
映
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
た
学

生
た
ち
が
、
閉
会
式
後
も
残
っ
て

体
育
館
内
の
清
掃
活
動
に
参
加
し

て
い
る
姿
は
、
見
て
い
て
眩
し
い

と
す
ら
思
え
る
瞬
間
で
し
た
。

Butsuryo Life
スポーツフェスティバル
Sports Festival

自
治
会
の
学
生
た
ち
は
、
前
々

か
ら
ス
ポ
フ
ェ
ス
の
計
画
・
立
案

を
行
い
、
当
日
の
運
営
に
も
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
忙
し

そ
う
に
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
見

て
、「
な
ん
だ
か
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
る
な
あ
」と
少
し
う

ら
や
ま
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。

私
は
、
3
度
目
の
ス
ポ
フ
ェ
ス

で
す
が
、自
治
会
が
中
心
と
な
り
、

年
々
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
は
た
し
て

来
年
は
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
フ
ェ
ス

に
な
る
の
か
、
学
生
た
ち
の
挑
戦

と
成
長
ぶ
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
フ
ェ
ス
を
経
て
彼
ら
は
普

段
の
授
業
で
は
教
わ
る
こ
と
の
で

き
な
い
、教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な

い
こ
と
を
多
く
学
ん
だ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。私
自
身
、授
業
で

は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
彼
ら
の
意
外
な
一
面
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
学
生
同

士
の
み
で
な
く
、
学
生
と
教
職
員

と
の
間
に
お
い
て
も
絆
が
深
ま
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
に
は
本
学
で
、一
生
の
宝

物
に
な
る
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
築
い
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

祈
っ
て
い
ま
す
。

スポーツフェスティバル
Sports Festival
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普段接することのない小学生と積極的

に関わることで、コミュニケーション

能力が身につきました！

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
は
、
放
課
後
や

夏
季
休
業
中
な
ど
に
子
ど
も
た

ち
に
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を

行
う
堺
市
の
実
施
事
業
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
自
学
自
習
力
を
培

う
た
め
、
週
に
一
度
、
参
加
を
希

望
す
る
児
童（
三
年
生
か
ら
六
年

生
）に
対
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
協
力

し
て
、
国
語
・
算
数
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
全
身

の
筋
肉
を
た
く
さ
ん
刺
激
す
る

の
で
、
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
約
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
体
力
づ
く
り
、
ス
タ
ミ
ナ

ア
ッ
プ
、
減
量
な
ど
に
と
て
も
効

果
的
で
す
。
上
半
身
も
し
っ
か
り

使
う
の
で
、
肩
や
首
の
コ
リ
の
解

消
、
肩
甲
骨
の
可
動
域
の
改
善
に

も
有
効
で
す
。

大
阪
物
療
大
学
で
は
、
毎
月
一

回
、
大
仙
公
園
で
教
員
と
学
生
が

シ
ニ
ア
の
方
々
と
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
楽
し
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Student volunteer
ノルディックウォーキング
Nordic walking

Student volunteer
マイスタディ

Mystudy

引用元 :DOPPELGANGER OUTDOORⓇ（http://www.doppelganger-sports.jp）

ノルディックウォーキングポールの正しい歩き方

ノルディックに参加し、会話する

ことの積極性が身に付きました！

高齢者の方に対して自然な気遣いができ

るようになり、授業では学べないことを得

ることができたように思います。

あまり自分から話しかけるタイプではないのです

が、積極的に話しかけることができました。

自分から声かけすることで、コ

ミュニケーション能力の向上に

繋がったと思います。

小学生と関わる機会が少なかったのですが、

マイスタディでたくさん触れ合うことがで

きるため、毎週とても楽しみです！

勉強をしてもらうために怒るのではなく、

一緒にじゃれあってから勉強に集中して

もらうことで楽しく学んでもらえている

気がします。

浅草 遥香さん
（2年次生）
出雲西高校出身

中川 紘さん
（3年次生）
愛知県立 御津高校
出身

荒川 祐菜さん
（1年次生）
奈良県立西の京高校出身

畑野 棋平さん
（1年次生）
大阪府立山田高校出身

春山 楓子さん
（1年次生）
群馬県立
伊勢崎清明高校出身

德村 友香さん
（2年次生）
沖縄県立与勝高校出身羽紫 奈津子さん

（2年次生）
広島県立府中高校出身

ア
ッ
プ
、
減
量
な
ど
に
と
て
も
効

果
的
で
す
。
上
半
身
も
し
っ
か
り

使
う
の
で
、
肩
や
首
の
コ
リ
の
解

消
、
肩
甲
骨
の
可
動
域
の
改
善
に

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
全
身

は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
全
身

は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
全
身

の
筋
肉
を
た
く
さ
ん
刺
激
す
る

の
で
、
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ

は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
全
身

は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
全
身

ノルディックウォーキング
Nordic walking

マイスタディ
Mystudy
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大阪物療大学保健医療学部 2017（平成29）年度入試結果

大阪物療大学保健医療学部 2018（平成30）年度入試概要

④募集人員

⑤入試日程
2017年11月～2018年3月

⑥選抜方法

入試区分 推薦入試 一般入試 社会人入試

募集人員 40名 38名 2名

選考区分 試験日 募集
人員

出願期間
（16：00郵送必着） 合格発表 入金期限 手続期限 試験

会場

推薦
入試

前期 11/19（日） 30 10/30（月）～11/16（木）11/22（水）11/28（火）12/1（金）

本
学
4
号
館

後期 12/17（日） 10 11/27（月）～12/14（木）12/20（水）12/26（火）1/12（金）

一般
入試

前期 1/28（日） 30 1/9（火）～1/25（木） 1/31（水） 2/22（木） 2/27（火）

後期 3/18（日） 8 3/1（木）～3/15（木） 3/20（火） 3/23（金） 3/26（月）

社会人入試 3/24（土） 2 3/1（木）～3/15（木） 3/24（土） 3/28（水） 3/28（水）

選考
区分

選抜方法
評価方法筆記試験

面接試験
科目 配点 試験時間

推
薦
入
試

前期
11/19 数学Ⅰ（基礎学力検査） 100点 60分

後期
12/17

英語か数学Ⅰのいずれか
（基礎学力検査） 100点 60分

全員に面接試
験（グループ
面 接、10 ～
15分程度）を
実施します。

一
般
入
試

前期
1/28 数学Ⅰ・Ⅱ 200点 90分

後期
3/18 英語か数学Ⅰのいずれか 100点 60分

社会人入試
3/24 小論文 100点 60分

全員に面接試
験（個人面接、
10～15分程
度）を実施し
ます。

（1）選抜区分別志願者数・受験者数・合格者数

選抜
区分

募集
定員
（A）

志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率 受験倍率 合格倍率

総数
（B)

現役数 総数
（C)

現役数 総数
（D)

現役数
(B/A） (C/A） (C/D）

女子数 女子数 女子数

推
薦 35 71

71
68

68
36

36
2.03 1.94 1.89

24 23 16
一
般
前
期

35 56
48

54
47

48
43

1.60 1.54 1.13
14 13 12

一
般
後
期

8 19
15

18
15

17
15

2.38 2.25 1.06
9 9 9

社
会
人

2 0 0 0 0 0 0 - - -

計 80 146
134

140
130

101
94

1.83 1.75 1.39
47 45 37

（2）合格者の試験成績
●推薦入試合格者の筆記試験成績（基礎学力検査）

入試区分
基礎学力検査（100点）

最高点 最低点 平均点

推薦 89 59 72.6

●一般入試の合格者の試験成績

入試区分 科目 配点 最高点 最低点 平均点

一般前期 数学（数学Ⅰ・Ⅱ） 200 180 69 119.9

一般後期
数学（数学Ⅰ） 100 84 37 65.1
英語（コミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱ、英語表現Ⅰ） 100 80 44 65.2

一般後期
（2次）

数学（数学Ⅰ） 100 81 49 63.8
英語（コミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱ、英語表現Ⅰ） 100 70 30 51.7

①募集学部/学科　保健医療学部/診療放射線技術学科
②定員　　　　　　80名（男、女）
③修業年限　　　　4年
　　　　　　　　　　　　※診療放射線技師国家試験の受験資格が得られます。 筆

記
試
験
、
面
接
試
験
及
び
出
願
資
料
を
総
合
的
に
判
断
し
て
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

Butsuryo info
オープンキャンパス告知
Open Campus 2017

第3回
オープンキャンパス

7/16（日）7/16（日）
第4回

オープンキャンパス

8/20（日）8/20（日）

オープンキャンパス告知
Open Campus 2017


